
ヽ

THE NEWSPAPER OF TAK´ ふ40RI TOヽ VN

JULY No.515

「

… .' `・‐
・ ■

‐|ギ

蜀

6月 18日 、高森保育園の年長組の子どもたちが、お年寄 りと

―緒に七夕づくりをしました。

これは、お年寄りと子 どもたちとのふれあいを目的に行わ

れているもので、参加された町内の 6名のおじいちゃん、おば

あちゃんたちからは、「子 どもに返った気分で楽しくつくりま

した。」との声が聞かれました。

できあがった七夕飾 りは、みんなで高森駅に飾り付けました。
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6月 13日 、高森幼稚園の子どもたちが、園近くの畑でカラ

イモの苗植えと、スイー トコーンの種まきを体験 しました。

子どもたちは、はだ しになって畑に入ると、まず園長先生

から苗の植え方の説明を受けた後、一列に並んで植え込んで

いました。

その後、スイー トコーンの種まきも行い、上のダンゴを作

って遊んだりと、畑での楽 しいひと時を過ごしていました。

秋には収穫体験も予定されており、園児たちからは「早く

大きなおイモがとれるといいな一」との声が聞かれました。
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贅運事故l〓気をつけて

親と子0=運責皇教呈

6月 18日 、町と高森警察署の企画により、町立保育園

5園合同で、「親と子の交通安全教室」が行われました。

小さい子どもへの交通教育は大変難 しいものですが、

CD 今回は交通指導員によるパネルシアターでの交通安全

指導を実施。子どもたちは熱心に耳を傾けていました。

その後、林業総合センター前の駐車場で、シー トベル

ト体験車両を用いた時速 5キ ロでの衝撃を体験 しました。

シー トベル トは尊い命を救います。チャイル ドシー ト

も適切に使用 しましょう。
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熱心に耳を傾ける子どもたち

がんばれ !高森中出身の 2選手
全国高等学校総合体育大会 (8月 、茨城県)に 出場

個人66kg級 鎮西高校 3年   三井大徳君 (高森 。上町)

個人形の部 熊本商業高校 3年 立山詩子さん(高森 0昭和)
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高森鑢稚園でイ%の苗植えを体験

1.水と緑と土の |こ あい、いつばし

■発行/高森町役場 ■編集/企画観光課

森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

4.

5.スポーツ|こ 親しみ、心身をきたえ健全な町にします。



野
の
花
に
捧
げ
る
音
楽
祭

人
権
擁
護
業
務
の

一
環
と
し
て
、

法
務
局
と
阿
蘇
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
の
共
催
に
よ
り
、
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
１４
年
７
月
２４
日
（水
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員
　
法
務
局
職
員

人
権
擁
護
委
員
　
（岩
下
敬
公
、
馬

原
清
二
、
児
玉
民
江
、
堤
國
雄
）

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
は
当
日
以

外
に
も
自
宅
に
お
い
て
相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す
。

ハつ
年
も
角
形
専
れ
を

２２
回
目
を
迎
え
た
「は
な
し
の
ボ

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
６
月
２３
日
（日
）

休
暇
村
南
阿
蘇
・野
草
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た

「て
る
て
る
ぼ
う
ず
」
の
効
果
が
表

れ
た
の
か
、
昨
年
に
続
き
屋
外
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
尚
綱
中
学
・高
校

マ
ン
ド

リ
ン
ク
ラ
ブ

（官
尾
光

一
先
生
指

揮
）
が
奏
で
る
澄
ん
だ
音
色
や
、
高

森
小
学
校

（は
な
し
の
ぶ
合
唱
団
）

の
合
唱
な
ど
で
約
３
０
０
０
人
の
聴

衆
を
最
後
ま
で
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
午
後
か
ら
は

『
花
と
遊
ぼ

う
』
と
題
し
て
「こ
の
花
な
～
に
」
と

野
草
園
で
自
然
観
察
会
が
行
わ
れ
大

勢
の
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
野
に
咲

く
本
物
の
野
草
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
「野
の
花
に

捧
げ
る
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
し
て
、
自

然
に
感
謝
し
自
然
を
守
る
大
切
さ
を

み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

第
１８
回

阿
蘇
の
野
の
花

歌
詞
募
集
特
選
歌

光
る
未
来

へ

（１
番
の
み
掲
載
）

作
詞
　
米
原
　
健

（下
益
城
郡
城
南
町
）

作
曲
　
林
田
　
戦
太
郎

編
曲
　
宮
尾
　
光

一

１
、
小
雨
に
濡
れ
て
　
美
し
く

野
原
を
飾
る
　
は
な
し
の
ぶ

う
す
む
ら
さ
き
の
　
花
色
に

こ
こ
ろ
奪
わ
れ
　
た
た
ず
め
ば

雨
も
あ
が
つ
て
　
虹
が
立

つ

道
路
交
通
法

改
正

ひ
き
逃
げ
や
悪
質

・
危
険
な
行
為
、
飲
酒
運
転
な

ど
に
対
す
る
道
路
交
通
法
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。

正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
で
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
を
真
剣
に
考
え
て
行
動
し
、
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

現
行
　
改
正
後

休
　
日
　
在
　
宅
　
医

●   ●

特

設

人

権

相

談

　

　

も
し
も
し
健
康
情
報

　

　

法
律
相
談

（
無
料
）

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、健
康
情
報
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

７
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
月
　
最
近
低
学
年
に
多
く
み
ら
れ

る
落
ち
着
き
の
な
い
子
ど
も

た
ち
注
意
欠
陥
。多
動
性
障

害

（Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）

■
火
　
一肩
こ
り
（精
神
科
の
立
場
よ
り
）

■
水
　
夏
に
多
い
子
ど
も
の
耳
の
痛
み

■
木
　
小
学
校
入
学
時
の
歯
列
不
正

に
つ
い
て

■
金
　
女
性
の
外
陰
部
の
か
ゆ
み

■
土

ｏ
日
　
繰
り
返
す
膀
脱
炎

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

ｈ
０
９
６
‐
３
８
５
‐
３
３
０
０

日
本
船
舶
振
興
会
に
よ
る
無
料
巡

回
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
担
当

弁
護
士
は
熊
本
県
弁
護
士
会
の
龍
野

勇
さ
ん
で
す
。

■
と
　
き
　
８
月
２４
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

年

金

相

談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心
配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
次

の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
７
月
１８
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
一区
一

■
と
　
き
　
７
月
１９
日
（金
）

午
前

１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

●
高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
８
月
６
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

診
療
は
午
前

９
時
か
ら

午
後

５
時
ま
で

７
月
１４
日

後

藤

医

院

ヽ
、

ユ
ガ

月

′ヽ

0

b

悪
質

・
危
険
運
転
の
罰
則
を
強
化

●  ●
′い

酉己

と

本目

談

ひ き逃 げ (救護 義務 違反 )

3年以下の懲役又は20万 円以下の罰金

10点

5年以下の懲役又は50万円以下の罰金

23点

●罰 只||

●違反点

●罰 則

●違反点

②酒気帯び (飲酒)運転
●罰 則 :「 呼気 11考 中0.25mg以 上」に限 り3か月以

下の懲役又は5万 円以下の罰金

●違反点 :6点

7    7
月   月
21    20
日    日

７

月

２８

日

８

月

４

日

８
月

Ｈ
日

８
月

１８

日

８
月

２５
日

●罰 則 :1年以下の懲役又は30万円以下の罰金

●違反点 :体内アルコール濃度が

①呼気 11(κ 中0.25mg以上の場合13点

②呼気 1鵠中0.15mg～0.25mgの場合6点

現
イ予
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⑦
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0
0
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野

病
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Ｔｅ‐
③
‐
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１
１
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立
野
病
院
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１
０

１

１

１
り

１
＜

　
　
　
　
　
あ

藤

本

医
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が

Ｔｅ
Ｃ
‐
０
０
２
０
易

‐平
田
医
院
　
橘

Ｌ
②
‐
０
２
１
６
に

馬
原
内
科
医
院
　
郊
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‐
０
６
４
６
Ｕ

立
野
病
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１
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ヽ
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１
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者

中

村

内

科

　

＊

ｉ
ｅ‐
⑦
‐
２
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３
３

阿蘇広域行政事務組合消防本部 電話 0967-34-0099

(2)
水ロ

ロ
０
乙

［
月０

０水口
日

７
‘

月７
１

［
口

一
日

か
「ニ休

一
日な

い
泉温の度今

1赤 ち ゃ ん l ξ悦

=れ
,■ ラ : 竃 ゞ

佐藤  陽 ちゃん
(高森。昭和)4.21生

しゅんた

佐伯
(高森 (

橋本

駿太 ちゃん
4.244L^

ちゃん
4.30生

緒方  悠 ちゃん
(色見・中則  5.2生
穴井 和音ちゃん
(高森・昭和)5.3生

あらし

甲斐 嵐士ちゃん
(永野原・岩神)5.18生

酒井 彩花ちゃん
(高森・旭通)5.26生

児
子

寿
子

　

子

造
き

幸
子

龍
美

了
奈
　
　
　
　
代

　

由

玲
紀

公
勝

　

加

健
ゆ

和
香

泉
真

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

男

男

．

男

女

男

男

女

と
職
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ヽ
フ
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森

そ
空

森

ャ

′青 木
同ヽ林

直 孝
美奈子

村 上 勝 也
(渡邊)由 美

佐 野 進 一 郎
(瀬井)真 弓

／

′

―

、

、

／
ノ

ー

ヽ

、

／

′

ｌ

、

／

ｆ

ｌ

、

／

ｆ

ｌ

ヽ
、

高 森 ・ 横 町
白  水  村

矢津田 。高尾野
津 留 ・ 栃 原

菊 池 郡 大 津 町
高 森 ・ 横 町

色 見 ・ 西 丁
熊  本  市

高 森 。 昭 和
千 葉 県 流 山 市

(住 所 )

高森 。村 山
尾下・久保
上色見・前原
色見・井上
上色見。前原
高森 。昭和
草部・宮の馬場
高森・横 町

高森・横 町

菅山・戸の下

慶 善 貴 の灯 燿
目■ありがとうございました■勝

■町社ぎ籍祉協議饗史
略) 

「

5. 9

人
奈

誠
子

樹
子美

政
加

宝
智

元
玲‥

崎
「

室
剛

代
輸

松
皓

山
降

田
皓

5.19

5.28

5.30

(死亡者 )(年齢)(御遺族 )

本田 康祐 22本田 逸雄
下田 義政 84下田シゲ子
荒牧ツミエ 93荒牧 辰雄
住吉 米子 73住吉 陽一

後藤ハル ミ 93後藤 文数
宇藤 辰男 73宇藤 淳子
林  一敬 87林  ノヽ重
有働フキエ 75有働壽美子
平田 要助 71平田美和子
奈爪 文秋 39奈爪由美子

人 口の動 き (5月 末 日現在 )

<香典返 し>岩下美智夫 下田シゲ子 宇藤
淳子 後藤文数 平田美和子 林八重 有働
壽美子 手島セツ子 岩下幹男 甲斐世津男

津留セキ子 瀬井幸―
<一般寄付 >戸高秋男 立石ダンス教室

■広報送料寄付
畑野フミヨ (蘇陽町)

t菫
＜
に

や み
しあ げ ます

く

う

お
も

4＋

一　
一　
一

五
ェ

（ソ
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“

（
ソ

＾
）

り^

，
“
　
０
０

ｎ
ｖ

　

７
‘

′４

″
′

世帯数

男

女

総 数

「

ョ

高
森
小
学
校
は
な
し
の
ぶ
合
唱
団

（
５

¨

年
生
４２
人
）
も
参
加
。
「野
に
咲
く
花
の

ｏ

よ
う
に
」
と
ア
ニ
メ
映
画
と
な
り
の
卜

●

ト
ロ
か
ら
「さ
ん
ぽ
」
を
合
唱
。　
　
　
¨

し
０
ぶ
つ
ゝ
廿

Π
＝
日

改

正
後

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を

行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
７
月
２６
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

0000000000000000● ● 0000000● ● ● ● 0000000000000000000000000000000000

お知らせのページ

おめでた・おくやみ
2002.5月 受付分  敬称略

愧

隕



お知らせのページ

阿
蘇
地
域
振
興
局
の出

前
講
座

■
目
的
　
阿
蘇
地
域
の
小
中
学
校
、

高
等
学
校
及
び
地
域
住
民
に
対
し
、

振
興
局
の
日
常
業
務
を
話
す
こ
と
に

よ
り
、
地
域
に
お
け
る
県
政
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
が
で
き
る
団
体
等

阿
蘇
郡
内
の
小
学
校

。
中
学
校

。

高
等
学
校

・
各
種
団
体

・
地
域
住
民

で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
等

■
実
施
日
時

原
則
と
し
て
申
込
者
の
希
望
に
合

わ
せ
ま
す
。
（た
だ
し
、
原
則
と
し
て

土

ｏ
日

・
祝
祭
日
を
除
く
）

■
講
義
を
す
る
者

阿
蘇
地
域
振
興
局
職
員

■
費
用
　
原
則
と
し
て
無
料
（た
だ

し
、
テ
ー

マ
に
よ

つ
て
は
実
費
負
担

あ
り
）

■
申
し
込
み
方
法
　
希
望
日
の
１
ケ

月
前
ま
で
に
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
振

興
調
整
室

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒

８

６

９

‐

２

６

１

２

阿
蘇
郡

一
の
宮
町
宮
地
２
４
０
２

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
振
興
調
整

室
企
画
調
整
班

ｈ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

（内
線
３
９
１
）

パ

ソ

コ

ン

講

座

再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業

税
金
相
談
専
用
電
話

阿
蘇
税
務
署
に
、熊
本
国
税
局
税
務

相
談
室

へ
直
接
相
談
で
き
る
「税
金
相

談
専
用
電
話
」
を
設
置
し
ま
し
た
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間
は
、平
日
の
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
と
、午
後
１
時
か
ら
５
時

ま
で
で
す
。

税
務
署
ま
で
の
電
話
料
金
は
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、税
務
相
談
室

へ
の
転
送
に
か
か
る
料
金
は
当
方
が

負
担
し
ま
す
。

相
談
は
匿
名
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

■
税
金
相
談
専
用
電
話

０

９

６

７

‐
２

２

‐
０

５

５

９

売
掛
債
権
担
保
融
資保

証
制
度

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
従
来
の
不
動
産
担
保
に
よ
ら
な

い
新
し
い
制
度
で
あ
る
売
掛
債
権
担

保
融
資
保
証
制
度
の
受
付
を
行

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
中
小
企
業
者
が
、
取
引

先
に
対
し
て
有
し
て
い
る
売
掛
債
権

や
工
事
請
負
代
金
債
権
を
担
保
と
し

て
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
の
も
と

で
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
取
引
の
金
融
機

関
、
又
は
お
近
く
の
信
用
保
証
協
会

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

知
的
障
害

（児
）
者
巡
回
相
談

知
的
障
害

（児
）
者
の
更
生
に
つ

い
て
、
知
的
障
害

（児
）
者
及
び
そ

の
家
族
、
又
は
関
係
者
等
か
ら
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
内
容

①
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
相
談

②
医
療
に
つ
い
て
の
相
談
（精
神

不
安
定
、
異
常
行
動
等
）

③
年
金
に
つ
い
て
の
相
談

④
就
労
に
つ
い
て
の
相
談

⑤
施
設
入
所
に
つ
い
て
の
相
談

⑥
療
育
手
帳
申
請
に
つ
い
て
の

相
談

（再
判
定
は
除
く
）

■
相
談
員

社
会
福
祉
主
事
、
心
理
判
定
員
、

医
師

（福
祉
相
談
所
、
嘱
託
医
師
）

■
相
談
期
日

平
成
１４
年
９
月
４
日

（水
）

■
場
所

阿
蘇
地
域
振
興
局
大
会
議
室

■
申
し
込
み
先

役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

ｈ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
２
１
）

に
７
月
２６
日

（金
）
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

―
、‐
　

「
は
な

し

の
ぶ

コ
ン
サ

ー

ト
」
の
日

々
＾
が
天
気
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
の
願

．
灯

い
を
込
め
て
、
高
森
町
観
光
協
会

（吉

ヽ
Ｊ′

良
禎
人
会
長
）
が
行
ら

た
第

１２
回
て

オ
「
る
て
る
ぼ
う
ず

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
２６

一
お
一
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

ぁ

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
（敬
称
略
）

ゲ

金
賞
「フ
ラ
ワ
ー
テ
ル
ち
や
ん
」

「
　
　
高
森
保
育
園

―
・
銀
賞
「ト
ル
シ
エ
・
ニ
ッ
ポ
ン
ば
れ
」

れ
〓
　

杉
山
　
し
げ
行

な
中
銅
賞
「ま
あ
る
い
お
日
さ
ま
で
て
き

な
ぃ
　
　
て
ね
」

ｆ
　
　
山
室
英
子

鶯「
　
　
「み
ん‥な
の
お
ね
が
い
」

． 去
　
　
高
森
小
学
校
３
年
生

‐

雇
用

・
能
力
開
発
機
構
の
委
託
に

よ
り
、求
職
者
の
た
め
の
無
料
パ
ソ
コ

ン
操
作
習
得
コ
ー
ス
を
開
講
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
方

法
の
基
礎
及
び
応
用
を
勉
強
し
て
い

た
だ
き
、就
職
活
動
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

受
講
料
は
無
料

（た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
１
０
０
０
円
程
度
は
実
費
）

■
第
３
回

（初
級
）

★
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
Ｌ
操
作
習
得
コ
ー
ス

○
募
集
期
間

７
月
１０
日
～
７
月
２２
日

○
抽
選
日
　
８
月
１
日

（木
）

○
受
講
実
施
日
　
８
月
１９
日
（月
）
・

２１
日
（水
）
ｏ
２３
日
（金
）

○
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（全
１８
時
間
）

■
第
４
回

（中
級
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

コ
ー
ス

○
募
集
期
間
８
月
１５
日
～
８
月
２６
日

○
抽
選
日
　
９
月
５
日

（木
）

○
受
講
実
施
日
　
９
月
２４
日
（火
）
。

２６
日
（木
）
ｏ
２８
日
（土
）

○
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（全
１８
時
間
）

■
往
復
は
が
き
に
希
望
講
習
名
・氏

名

・
生
年
月
日
・
年
齢

・
住
所

・
電

話
番
号
を
記
入
し
て

〒
８
６
９
‐
２
３
０
１
　
阿
蘇
郡
阿

蘇
町
大
字
内
牧
２
５
７
　
ワ
イ
エ
ス

プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
ま
で

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は

ｈ
０
９
６
７
‐
３
２
‐
３
３
９
８

「妊
娠
や
出
産
、
育
児
、
ま
た
は
介

護
の
た
め
に
退
職
し
た
け
れ
ど
、
将

来
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
再
就
職

し
た
い
。
」
そ
ん
な
皆
さ
ま
の
た
め

に
、
財
団
法
人
２１
世
紀
職
業
財
団
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
も
う

一
度
働
き
た
い
あ
な

た
の
ス
ム
ー
ズ
な
再
就
職
を
バ
ツ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

■
簡
単
な
手
続
き
で
登
録

登
録
票
を
事
務
所
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
電
話
で
請
求
し
、
証

明
写
真
と

一
緒
に
郵
送
で
申
し
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
登
録
の
有
効
期

間
（登
録
期
間
）
は
４
年
間
で
す
。
引

き
続
き
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、

１
回
に
限
り
更
新
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
登
録
し
た
方
は
、
再
就
職
の
準
備

の
た
め
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情
報

誌

「
Ｒ

ｅ
・
Ｂ

ｅ
（リ
ー

・
ビ
ー
）
」

の
送
付
②
登
録
者

同
志
の

「交
流

会
」
な
ど

へ
の
参
加
③
再
就
職
の
準

備
に
つ
い
て
の

「個
別
相
談
」
④
教

育
訓
練
の
受
講
を
支
援
す
る
「割
引

券
」
の
発
行

■
詳
し
く
は

（財
）
２１
世
紀
職
業
財
団
熊
本
事
務
所

ｈ
０
９
６
‐
３
２
４
‐
２
２
９
７

●   ●

皇
居
か
ら
里
帰
り
し
た

ハ
ナ
シ
ノ
ブ

フラワ
昨
年
５
月
、
皇
居
勤
労
奉
仕
団
に

参
加
し
た
高
森
町
地
域
婦
人
皇
居
奉

仕
団

「紅
葉
会
」
の
皆
さ
ん
が
、
皇

居
内
で
育
っ
た
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
を
皇
后

さ
ま
か
ら
預
か
り
、
町
に
持
ち
帰
っ

た
こ
と
は
本
誌
平
成
１３
年
８
月
号
で

お
伝
え
し
た
と
お
り
で
す
。

こ
の
出
来
事
を
末
永
く
語
り
継
ご

う
と
、
記
念
の
歌
碑
が
休
暇
村
南
阿

蘇
の
野
草
園
に
完
成
し
、
６
月
８

日
、
関
係
者
約
５０
人
が
出
席
し
て
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

語
り
継
ぐ
歌
眸
が
完
成

吹
上
の

御
所
に
育
ち
し

は
な
し
の
ぶ

き
さ
き
　
　
み
　
て

后
の
御
手
に

剪
り

て

た

ま賜
ひ
ぬ
一

●

の罰金

3年以下の懲役又は50万 円以下の罰金

25点

金現

行
は10万円以下の罰

●罰 則 :2年以下の懲役又は50万 円以下の罰金

●違反点 :25点

: 6か月以

:15′点 点

●罰 則

●違反点

改
正
後

改
正

後

④過労運
●罰 則 :6カ

●違反点 :6点

●罰 則

●違反点

月ヽ以 ドの懲役又は 1

1年以下の懲役又は30万 円以下の罰金

13点

転 等⑥無免許運転
現 |●罰 則 :6か月以 ドの懲役又は10万円以

行 |●違反点 :12点

堅 |● 罰 則 :1年以下の懲役又は30万 円以下

複|●違反点:19点

ィ
４
ェ
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υ

／
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／
Ｏ
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∪
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乙

／

／
ワ
ー

月反
Ｊ

／

／
７
１［口払支の場役

の罰金

(3)

サ

現
イ予

現
行
　
改
正
後
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Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策

地
元
産
の
牛
肉
を

町
内
全
世
帯
に
無
料
配
布

Ｂ
Ｓ
Ｅ

（牛
海
綿
状
脳
症
）
対
策
と
し
て
、
本
町
で

は
５
月
２１
日
か
ら
６
月
１３
日
ま
で
町
内
全
世
帯
を
対
象

に
、高
森
産
牛
肉
の
無
料
配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

牛
肉
は
、
町
内
の
肥
育
農
家
８
軒
と
産
肉
検
定
セ
ン

タ
ー
が
育
て
た
１３
頭
分
の
あ
か
牛
肉
を
使
用
。
町
か
ら

各
駐
在
区
ご
と
に
配
布
し
、
駐
在
員
さ
ん
や
区
長
さ
ん

の
協
力
を
得
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

配
布
さ
れ
た
当
日
は
、各
地
で
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
の
夕

食
会
が
開
か
れ
た
よ
う
で
す
。

では、31

そ

う

こ

う

き

ょ

く

じ

つ

「
勲

二
等

雙

光

旭

日
章

」
を

受

章

松
野
清
さ
ん

（高
森

・
天
神
）

実
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

松
野
さ
ん
は
「戦
争
を
体
験
し
捕

虜
と
し
て
４
年
間
過
ご
し
ま
し
た

が
、
病
気
や
怪
我
を
し
な
い
で
日
本

に
帰

つ
て
来
れ
て
幸
せ
で
す
。
ま

た
、
戦
前
の
学
校
教
育
を
学
ん
で
き

た
私
に
と

っ
て
、
復
員
後
初
の
赴
任

地
で
あ
る
高
森
小
学
校
で
は
、
戦
後

教
育
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
苦
労
し

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
教
育
の
分
野
で

や
っ
て
こ
れ
た
の
も
周
り
の
皆
さ
ん

の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
。
」
Ｌ

過
去
を
振
り
返
り
な
が
ら
受
章
の
喜

び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１４
年
春
の
叙
勲
で
、
松
野
清

さ
ん
が
、
「勲
五
等
雙
光
旭
日
章
」
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

松
野
さ
ん
は
、
昭
和
１９
年
９
月
に

満
州
国
の
訓
導

（教
諭
）
と
し
て
採

用
さ
れ
ま
し
た
が
、
５
ヶ
月
後
の
国

境
警
備
中
に
捕
虜
と
し
て
捕
ら
え
ら

れ
、
昭
和
２４
年
９
月
に
復
員
。
翌
年

か
ら
改
め
て
教
職
に
就
か
れ
、
高
森

小
学
校
校
長
を
最
後
に
昭
和
５８
年
退

職
。さ

ら
に
、
昭
和
６３
年
１０
月
か
ら
高

森
町
教
育
長
を
３
期
１２
年
間
務
め
ら

れ
、
本
町
の
教
育
行
政
に
数
多
く
の

●   ●

●  ●

POETRyPAGE

肥

後

狂

句

芳
葉
陰
　
い
い
っ
と
き
筆
休
み
ゅ
う
か

逹
休
ボ
ケ
　
ま
だ
日
の
九
は
軒
の
下

も
た
も
た
　
馬
に
言
い
訳
し
よ
る
パ
パ

逍
体
ボ
ケ
　
包
丁
も
ま
だ
が
ま
出
さ
ん

若
葉
陰
　
課
外
授
業
の
鉢
合
せ

成
長
し
て
　

ユヽ
派
に
村
の
官
柱

着
葉
陰
　
楽
し
み
は
こ
の
岩
清
水

も
た
も
た
　
汐
千
狩
り
ど
ま
誘
わ
薇
ん

若
葉
陰
　
さ
ァ
枝
お
ち
も
ひ
と
区
切
り

成
長
し
て
　
も
う
上
場
に
手
の
属
く

オ
葉
陰
　
小
昼
の
長
う
な
る
公
役

逹
体
ボ
ケ
　
脳
味
噌
は
ま
だ
遊
び
よ
る

も
た
も
た
　
几
と
る
と
ほ
ん
に
腹
が
立
つ

成
長
し
て
　
化
所
に
ゃ
や
ろ
ご

つ
な
か
娘

茶
を
摘
め
ば
摘
め
よ
摘
め
よ
と
小
鳥
逹

彩
冴
え
て
百
花
僚
乱
過
珠
の
村

新
緑
や
れ
母
傾
の
氷
を
行
く

淡
い
花
蜂
の
群
が
る
う
め
も
ど
き

梅
雨
入
を
キ
げ
る

一
降
り
な
雨
と
な
り

花
摘
め
ば
腕
に
今
や
り
と
青
珪

山
も
野
も
空
逍
夏
の
色
と
な
り

， 勺
準
に
上
等
の
今
借
し
て
あ
り

′
ヽ
′
ι

（阿
蘇
御
神
大
会
）

松
野
　
笑
声

後
藤
　
信
子

堀
ロ
　
ヰ誅
仙

口
上
黙
公
子

沐
　
　
不
恙

上
丼
カロ
根
女

馬
源
　
馬
笑

浦
塚
　
南
夭

沐

口
　

一
声

渡
４
　
雲
海

日
本
　
本
司

相
源
　
白
酔

佐
藤
　
菫
信

後
藤
　
愛
子

（
河
原
す
す
き
の
句
会
）

森
　
　
政
隆

後
藤
　
法
籠

本

口
　

初ヽ
雄

鶴
沐
　
　
巧

森
　
　
工
六

阿
部
タ
ツ
エ

本

口
　
訓
子

岩
下
　
京
子

お

い

し

ガ

っ
た

よ

ベ
ル
ギ
ー
料
理
の
給
食

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
、
ベ
ル
ギ
ー
代
表
チ
ー
ム
が
来

熊
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
５
月

３０
日
、
色
見

。
上
色
見

・
高
森
小

と
高
森
中
学
校
で
ベ
ル
ギ
ー
料
理

の
給
食
が
あ
り
ま
し
た
。

牛
肉
を
黒
ビ
ー
ル
で
煮
込
ん
だ

「カ
ル
ボ
ナ
ー
ド
」
と
い
う
ベ
ル

ギ
ー
料
理
を
、
食
べ
や
す
い
よ
う

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
が
特
に
評

判
で
、
ビ
ー
ル
を
使

っ
た
料
理
と

あ

つ
て
、
酒
を
飲
ん
で
酔

っ
払

っ

た
お
父
さ
ん
の
話
な
ど
で
楽
し
い

給
食
と
な
り
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
吸
っ
て
く
だ
さ
い

高
森
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合

の
皆
さ
ん
が
清
掃
活
動

６
月
１９
日
高
森
た
ば
こ
販
売
協

同
組
合
の
皆
さ
ん
が
、
高
森
駅
駐

車
場
や
そ
の
周
辺
の
町
道
、
高
森

温
泉
館
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
な

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
道
路
や
公
共
施
設
が

喫
煙
者
に
限
ら
ず
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
で
汚
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
組
合
の
皆
さ
ん
が
年
に
２
回
自

主
的
に
行
な

っ
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
日
も
約
２
時
間
か
け
て
清
掃

活
動
を
実
施
。

理
事
長
の
野
村
三
綱
さ
ん

（高

森
・上
町
）
は
「ご
み
の
ポ
イ
捨
て

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
喫
煙
者

は
マ
ナ
ー
を
守

っ
て
吸

っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

砲
丸
投
げ
で
優
勝

障
害
者

ス
ポ
ー

ツ
大
会

瀬
田
博
さ
ん

（河
原

・
市
野
尾
）

５
月
１９
日
、
水
前
寺
陸
上
競
技

場
で
第
１
回
熊
本
県
障
害
者

ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
、
本
町
か

ら
出
場
し
た
瀬
田
博
さ
ん
が
砲
丸

投
げ
で
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
瀬
田
さ
ん
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ
に
も
出
場
し
、
３
位

と
大
活
躍
で
し
た
。

瀬
田
さ
ん
は
、
７
月
７
日
に
開

催
予
定
の
県
障
害
者
技
能
競
技
大

会
家
具
部
門
に
も
参
加
予
定
で

す
。

救助技術で九州大会へ

阿蘇広域消防の利道誠和 さん (高森・津留 )

消
防
署
員
の
救
助
技
術
を
競
う

「熊
本
県
救
助
技
術
大
会
」
が
、
５
月

２８
日
県
消
防
学
校
で
開
か
れ
、
ロ
ー

プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
の
部
で
利
道
誠
和

さ
ん
が
見
事
７
位
に
入
賞
し
九
州
大

会

へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

消
防
署
員
３
年
目
の
利
道
さ
ん

は
、
１
日
約
３
時
間
の
練
習
を
積
み

重
ね
、
こ
の
大
会
３
回
目
の
チ
ヤ
レ

ン
ジ
に
し
て
の
成
果
。

利
道
さ
ん
は
「県
大
会
で
は
練
習

の
成
果
が
出
せ
て
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
。
九
州
大
会
で
も
全
力
を
尽

く
し
て
全
国
大
会
を
目
指
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

在
熊
高
森
会
総
会
開
催

６
月
２
日
熊
本
市
の
鶴
屋
百
貨

店
で
、
在
熊
高
森
会
の
総
会
が
開

か
れ
平
成
１３
年
度
の
事
業
報
告
や

平
成
１４
年
度
の
事
業
計
画
等
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
熊
本
市
や
近
郊
に

お
住
ま
い
の
高
森
町
出
身
者
で
組

織
さ
れ
て
お
り
、
会
の
親
睦
は
も

と
よ
り
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

も
積
極
的
に
協
力
し
て
頂
い
て
い

ま
す
。

(4)
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高森高校だより

地
域
に
開
か
れ
た
学
穣
な
場
ぎ
一し
で

第
１
回
学
校
評
議
員
会
開
催

義
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。

会
合
で
は
「町
に
県
立
高
校
が
あ

る
こ
と
は
地
域
の
誇
り
で
あ
り
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
も
役

立

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
期
待
に
応
え
、
実
績
を
あ
げ
て

一

層
の
活
性
化
を
図

っ
て
も
ら
い
た

い
」と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
森
高
校
学
校
評
議
員
（敬
称
略
）

今
村
博
信

（高
森
町
長
）

平
塚
勝

一
（高
森
中
学
校
長
）

本
田
美
智
子

（連
合
婦
人
会
長
）

山
村
紘
司

（山
村
酒
造
社
長
）

三
森
義
高

（本
校
同
窓
会
長
）

住
民
基
本
台
帳
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
』

瘍
藉
Ｒ
Ｉ
Ｔ
社
会

平成 14年 8月 以降順次実施

本
校
は
、
昨
年
度
か
ら
県
内
の
モ

デ
ル
校
と
し
て
学
校
評
議
員
制
度
を

導
入
し
ま
し
た
。

学
校
評
議
員
は
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
特
色
あ
る
学
校
運
営
を
進
め

る
た
め
、住
民
の
支
援
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
制
度
で
す
。本
校
で
は
県
教

育
委
員
会
の
委
嘱
を
受
け
た
５
人
の

委
員
に
よ
り
、高
森
高
校
の
活
性
化
や

開
か
れ
た
学
校
に
す
る
た
め
の
諸
施

策
に
つ
い
て
提
言
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
６
月
１１
日
に
第
１
回
会

合
を
行
い
、
「高
森
高
校
の
存
在
意

南
九
州
地
区
代
表
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

ヘ

陸
上
走
幅
跳
　
　
　
高
橋
桃
子
さ
ん

（３
年
）

高
森
高
校
３
年
の
高
橋
桃
子
さ
ん

（白
水
村
白
川
）
は
、
高
校
総
体
県
大

会
で
準
優
勝
し
、
沖
縄
県
で
開
か
れ

た
南
九
州
大
会
に
出
場
。
大
会
で

は
、
５

ｍ
３９

ｃｍ
の
記
録
で
見
事
３
位

入
賞
を
果
た
し
、南
九
州
地
区
の
代

表
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
全
国
大
会

へ
の
キ
ツ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

生
徒
会
役
員
を
し
な
が
ら
陸
上
の

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
重
ね
、
見
事
に
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
高
橋
さ
ん
は
「全

国
大
会
で
は
も
っ
と
良
い
記
録
を
出

し
て
楽
し
み
た
い
」
と
力
強
く
話
し

て
い
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
、
８
月
２７
日
に
熊
本

市
で
開
催
予
定
の
第
１０
回
日
韓
中

ジ

ュ
ニ
ア
交
流
競
技
会
に
も
県
代
表

と
し
て
出
場
が
決
ま

っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

全
国
の
市
区
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
と
都
道
府
県

・
指
定
情
報
処
理
機
関
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
電
子
政
府

。
電
子
自
治
体
の
基
盤
を
つ
く
り
ま
す
。

住
基
ネ

ッ
ト
と

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
利
活
用

さらに将来は

平成 15年 8月 実施予定

住基ネットを運営するため、平成 14年 8月 に住民票コー ドを住民の皆様に通知します。

個人情報保護に万全を期 しつつ、 IT社会に対応するため住基ネットを構築 していきます。

●   ●

●  ●

昨
年
１２
月
２８
日
に
公
布
さ
れ
た

『
住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政

令
』
に
よ
り
、
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（以
下

「住
基

ネ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
と
ぃ
ぅ
）
が
８

月
５
日
か
ら
稼
働
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

住
基
ネ

ツ
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
サ
ー

ビ
ス
全
体
を
今
年
８
月
か
ら
実
施
す

る
第

一
次
サ
ー
ビ
ス
と
、
来
年
８
月

か
ら
実
施
す
る
予
定
の
第
二
次
サ
ー

ビ
ス
の
二
段
階
で
始
ま
り
ま
す
。

ま
ず
、
第

一
次
サ
ー
ビ
ス
で
は

「住
民
票

コ
ー
ド
」
が
住
民
票
の
記

載
事
項
と
し
て
追
加
さ
れ
、
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
に
対
し
て
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
住
民
票

コ
ー
ド
及

び
付
随
情
報
か
ら
な
る
「本
人
確
認

情
報
」
の
提
供
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

本
人
確
認
情
報
は
、
都
道
府
県
で

記
録

・
保
存
さ
れ
た
後
、
指
定
情
報

処
理
機
関
（財
団
法
人
地
方
自
治
情

報
セ
ン
タ
ー
）
に
提
供
さ
れ
る
手
順

に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
情
報
は
国

の
機
関
や
都
道
府
県
な
ど
が
利
用
し

ま
す
が
、
情
報
の
提
供
先
や
利
用
目

的
は
法
律
で
具
体
的
に
限
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
指
定
以
外
で
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
住
基
ネ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の

運
用
に
際
し
て
は
、
万
全
の
個
人
情

報
保
護
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
開
始
に
あ
わ
せ
て
総
務
省

告
示
に
よ
る
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
基
準
が

定
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

住
基
カ
ー
ド
は

第

二
次
サ
ー
ビ

ス
か
ら

第
二
次
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド

（以
下

「住
基
カ
ー

ド
」
と
い
う
）
の
交
付
が
開
始
さ
れ

る
と
と
も
に
、
居
住
市
町
村
の
区
域

外
で
も
住
民
票
の
写
し
の
交
付
が
受

け
ら
れ
る
「住
民
票
の
写
し
の
広
域

交
付
」
や
、
転
入

・
転
出
の
際
に
窓

ロ
ヘ
行
く
の
を
転
入
時
だ
け
で
済
む

よ
う
に
す
る

「転
入
転
出
の
特
例
」

の
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

さ
て
、
住
基
カ
ー
ド
は
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
機
能
が
完
備
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
で
、
居
住
の
市
町
村
に
申
請
す
れ

ば
誰
で
も
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
他
市
町
村

へ
転

出
す
る
場
合
に
は
交
付
を
受
け
た
市

町
村
に
カ
ー
ド
を
返
納
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
住
基
ネ

ッ
ト
シ
ス

テ
ム
は
、
政
府
が
進
め
て
い
る
電
子

政
府
・電
子
自
治
体
を
実
現
す
る
た

め
の
基
盤
と
し
て
も
、
極
め
て
重
要

な
役
割
を
担

っ
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

撃
手
０
メ
０
ン
に
び

っ
く
り

メ
ロ
ン
栽
培
を
す
る
岩
下
良
治
さ
ん

宅

（色
見
・
戸
狩
）
で
は
、
１
本
の
つ
る

か
ら
２
個
の
メ
ロ
ン
が
実
り
ま
し
た
。

こ
の
メ
ロ
ン
は
、
ネ

ッ
ト
系
の
赤
肉

メ
ロ
ン
で
「阿
蘇
高
原
メ
ロ
ン
」
と
し
て

登
録
商
標
申
請
中
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

に
も
双
子
が
で
き
た
経
験
は
よ
く
あ
り

ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
か
が
小
さ
く
な
る

か
仕
上
が
り
が
良
く
な
か
っ
た
り
と
商

品
と
し
て
は
不
適
格
で
し
た
。

岩
下
さ
ん
は
「双
子
の
メ
ロ
ン
が
こ
こ
ま
で
実
る
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
全
国
で
初
め
て
栽
培
す
る
品
種
の
メ
ロ
ン
で
、
こ
ん
な
こ
と

が
あ
り
こ
れ
か
ら
先
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

高森田丁バドミントン大会

6月 2日 高森中学校体育館で、

小学 4年生か ら一般の部まで 70

名が参加 してバ ドミン トン大会

が開かれ ま した。選手たちは 日

頃の練習の成果を存分に発揮 し

て、熱のこもった試合が展開さ

れま した。

大会結果 (優勝者のみ掲載 )

□一般の部 (1部)城井健吾。後藤俊明

□一般の部 (2部)岩下良治・下田靖子

□小学校 6年女子の部 後藤成香。内倉奈々美 (高森小)

□小学校 6年男子の部 荒牧希・杉永一樹 (高森小)

□小学校 5年女子の部 山辺知佳。津留絵美香 (高森小)

□小学校4年の部   松本和泰。岩下美幸 (色見小)

(12)(5)
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高森町職員採用試験のお知らせ

平成 14年度高森町職員採用試験を下記により実施致 します。採用試験要項、試験申込書は役場

総務課でお受け取 りください。

受験手続きなど、試験の詳 しい内容については、おたずねください。

職   種 採用予定人数 勤 務 先 及 び 職 務 内 容

一般事務 3名程度 長部局又は教育委員会に勤務 し、一般事務に従事

保 健 師 1名 程度 長部局に勤務 し、保健指導業務に従事

■受験資格
1.昭和 49年 4月 2日 から昭和 60年 4月 1日 までに生まれた者。 (保健師は昭和 49年 4月 2日

から昭和 57年 4月 1日 までに生まれた者 )

2.次のひとつに該当する方は受験できません。
ア、日本国籍を有しない者 (保健師を除 く)。  イ、成年被後見人又は被保佐人 (準禁治産者

を含む)。  ウ、禁固以上の刑に処せ られ、その執行を終わるまで又はその執行を受けること

がなくなるまでの者。 工、高森町職員 として懲戒免職の処分を受け、当該処分の 日から2年
を経過 しない者。 オ、 日本国憲法施行の 日以降において、日本国憲法又はその下に成立した

政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成 し、又はこれに加入 した者。
■第一次試験の日時・場所 口試験の内容

平成 14年 9月 22日 (日 )午前 8時 30分か ら/県立阿蘇高校/一般事務 :教養試験・適性 。作

文試験、保健師 :教養・専門・作文試験

■申込手続き 高森町発行の申込用紙により、必要事項を記入 して、下記申込先に郵送又は持参

すること。

■受験受付期間 平成 14年 7月 29日 (月 )から8月 16日 (金)まで (土曜日。日曜日を除く)

郵送の場合は 8月 16日 までの消印のあるものに限 り受け付ける。

受け付け時間は、午前 8時 30分から午後 5時まで。
■問い合わせ・申込先 〒869-1602 阿蘇郡高森町大字高森 2168番 地

高森町役場総務課  L09676-2-1111(内 線 113)

行
政
部
会

行
政
職
員
の
研
修
の
充
実
を
図
り
、

広
報
誌
に
よ
る
「高
森
町
行
動
計
画
」

の
啓
発
活
動

・
体
験
。
参
加
型
学
習

を
推
進
し
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

に
立
つ
た
取
り
組
み
を
行
う
。

社
会
教
育
部
会

町
民

一
人
ひ
と
り
が
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
自
発
的
な
学
習
や
人
権

教
育
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同

和
問
題
。人
権
問
題
を
正
し
く
理
解

し
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
身
に

つ

け
、
職
場
や
家
庭
で
の
日
常
生
活
に

お
い
て
実
践
す
る
よ
う
事
業
所
。地

域
・各
種
団
体
で
の
中
心
的
な
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
し
、
啓
発
活
動
に
努
め

る
。

学
校
教
育
部
会

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
全
体
を

通
じ
て
子
ど
も
達
の
人
権
意
識
を
育

む
た
め
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
教
職

員
の
同
和
問
題
。人
権
問
題
に
対
す

る
基
本
的
な
認
識
を
深
め
、
同
和
問

題
の
完
全
解
決
に
向
け
て
実
践
活
動

に
取
り
組
む
。

就
学
前
部
会

保
育
園
・幼
稚
園
に
お
け
る
教
育

活
動
や
保
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
子

ど
も
達
の
人
権
意
識
を
育
む
た
め
、

そ
の
担
い
手
で
あ
る
教
職
員
・保
育

士
の
同
和
問
題
。人
権
問
題
に
対
す

る
基
本
的
な
認
識
を
深
め
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
を
育
成
し
、豊
か
な
感

性
や
社
会
性
を
育
む
。

善
（
前別
の
な
い
�明
る
く
件
肛
み
よ
い
睛町
づ
く
り

同
和
教
育
推
進
協
議
会
総
会

６
月
６
日
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
１４
年
度
の
総
会
が
開
か
れ

全
議
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
か
ら
就
学
前
部
会
が
新
設
さ

れ
、
行
政
部
会
と
社
会
教
育
部
会
、学

校
教
育
部
会
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

部
落
差
別
の
解
消
と
人
権
の
確
立
を

目
的
と
し
た
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

各
部
会
の
重
点
目
標

私
た
ち

「解
放
子
ど
も
会
」
学
習
会
メ
ン
バ
ー
総
勢

５１
名
は
、
毎
週
２
～
３
回
の
活
動
を
上
在

「
い
こ
い
の

家
」
で
行

っ
て
い
ま
す
。
高
森
小
・高
森
中
・高
森
高
校

の
３
校
の
仲
間
と
先
生
た
ち
と
で
、
楽
し
い
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の

「解
放
子
ど
も
会
」
で
す
が
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
い
こ
い
の
家
で

行
う
の
か
簡
単
に
お
話
し
ま
す
。

い
こ
い
の
家
が

「差
別
を
な
く
そ
う
」
と
い
う
強
い

気
持
ち
を
持

っ
た
人
た
ち
の
願
い
に
よ
つ
て
建
て
ら
れ

た
建
物
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
だ
け
に
い
こ
い
の
家
に
集

う
こ
と
自
体
が
差
別
の
解
消
に
向
け
て
意
義
深
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
持

っ
た

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
の
た
く
さ
ん
の
人
が
こ
の
い
こ

い
の
家
で
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

解
放
子
ど
も
会
で
は
「差
別
に
負
け
な
い
力
」
「差
別

を
許
さ
な
い
力
」
を
つ
け
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
力
を

つ
け
て
い
く
た
め
に

は
、
様
々
な
そ
の
基
盤
と
な
る
力
が
必
要
に
な

つ
て
き

ま
す
。
解
放
子
ど
も
会
で
は
、
教
科
中
心
の
学
習
、

体
験
活
動

（野
菜
作
り
、
キ
ヤ
ン
プ
、
お
楽
し
み
会
、

見
学
旅
行

‥

↓
、
人
権
に
関
わ
る
学
習
等
、
と
て
も

い
ろ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
そ
の
基
盤

に
な
る
力
を

つ
け
て
い
く
た
め
な
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
、
文
字
を
知
ら
な
い
た
め
に
人
生
の
輝
き
を
大
き
く

●   ●

●  ●

人

　

権

じ

ん

　

　

け

ん

自衛官募集の案内

自衛官を希望される皆さんへ 。・・

次のとおり、各種試験日程をお知らせ します。

02等陸 。海 。空士   男子 9月 17日 (火 )

女子 9月 24日 (火 )

○曹候補士 (男 。女)    9月 16日 (月 )

○一般曹候補学生 (男 ・女) 9月 16日 (月 )

○航空学生 (男・女)    9月 21日 (土 )

■受付期間 8月 5日 (月 )～ 9月 6日 (金 )

※応募資格が各種 目によっ

て違いますので、詳 しいこ

とは、自衛隊までどうぞ。

■自衛隊阿蘇募集事務所 ■L0967-34-0348

養 の 献 皿

7月 は
「愛 の血液助 け合い運動」

月間です

■と き 7月 311」 (水 曜 日)

9時 30分 か ら 11時 30分 まで

12時 30分 か ら 16時まで

■ところ 林業総合センター

□次の献血予定 日 12月 20日 (金 )

奪
わ
れ
て
し
ま

っ
た
人
が
数
多
く
い
ま
す
。
解
放
子
ど

も
会
で
は
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
を

培
い
、
差
別
に
負
け
な
い
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

と
は
い
う
も
の
の
、
解
放
子
ど
も
会
の
活
動
を
こ
れ

だ
け
で
理
解
し
て
も
ら
う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
も
し
よ
け
れ
ば
、
毎
週
水
曜
日
、
木
曜
日

（午
後

５
時
１０
分
～
）
に
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
「
い
こ
い
の

家
」
に
お
い
で
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

〈

つ
な
ご
う
よ
　
一
人
ひ
と
り
の

あ
た
た
か
い
手

〉

（高
森
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら
）

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

(11) (6)

さべつ  ゆる        さべつ   ま       こ

差別を許さない 差別に負けない子どもたち
囲



この″́1会 あなたの現iが進摩ずむじる

（生
命
保
険
）

多
く
の
家
庭
で
は
、
病
気
、
事
故
、

交
通
事
故
な
ど
突
然
の
災
難
や
老
後

の
生
活
に
備
え
て
、
生
命
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

納
税
者
本
人
や
家
族
を
受
取
人
と

す
る
生
命
保
険
契
約
、
郵
便
年
金
契

約
等
に
係
る
保
険
料
又
は
掛
け
金
を

支
払

つ
た
場
合
は
、
一
般
の
生
命
保

険
契
約
に
係
る
も
の
と
個
人
年
金
契

約
に
係
る
も
の
ご
と
に
、
そ
の
年
中

の
支
払
額
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
最
高

５
万
円
が

「生
命
保
険
料
控
除
」
と

し
て
、
そ
の
年
の
所
得
金
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
年
に

生
命
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
い
て
受

け
取

っ
た
剰
余
金
や
割
戻
金
は
、
支

払
っ
た
保
険
料
か
ら
差
引
計
算
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
保
険
契
約
が
５
年
未
満
の

生
命
保
険
契
約
な
ど
に
つ
い
て
は
、

控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
被
保
険
者
の
死
亡
や
満
期

等
に
よ
り
保
険
金
を
受
け
取
る
場
合

は
、
契
約
の
内
容
な
ど
に
応
じ
て
、

相
続
税
、
贈
与
税
又
は
所
得
税
が
課

税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（損
害
保
険
）

火
災
等
の
災
害
に
備
え
て
支
払
う

損
害
保
険
料
は
、
そ
の
契
約
内
容
に

よ
り
最
高
１
万
５
千
円
が
「損
害
保

険
料
控
除
」
と
し
て
、
そ
の
年
の
所

得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
損
害
保
険
料
を
受
け
取
る

場
合
の
課
税
関
係
も
、
契
約
の
内
容

に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
保
険
を
掛

け
て
い
た
人
が
建
物
の
焼
失
や
身
体

の
障
害
・疾
病
を
原
因
と
し
て
受
け

取
る
保
険
金
に
は
、
原
則
と
し
て
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
例
え
ば
事
業
者
の
方
が

火
災
に
よ
り
商
品
を
焼
失
し
た
場

合
、
焼
失
し
た
商
品
の
損
害
保
険
金

は
事
業
収
入

（売
り
上
げ
）
と
な
り

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
税
務
署

ｈ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１

広

報

レ初盆を4え るご家庭」 の記事について

今年は 7月 23日 受付分まで

を、広報誌 とは別に 7月 24日

に「広報たかもり号外」として

全世帯に配布 します。(こ れ以

降の追加、変更は各組回覧 )

※次の場合は、戸籍住民係まで連絡 してください。

◎掲載を希望されない場合

(翌年度に変更される場合など)

◎亡くなられた方が、本町に住所が無かったが、

本町で初盆を迎えられるなどで、本記事への掲

載を希望される場合

■住民生活課 戸籍住民係 ■L2-1111(内 線 133)

建築物の解体工事などでは

「建設工事に係る資材の再資源化等に

関する法律」のお知 らせ

分別解体

誤 正

第 第

ヤマメ釣り大会のお知らせ

日時 17月 28日 (日 )午 前 5時～午前 10時

場所 :野尻川

(大谷ダム流れ込み付近～川田代まで)

受付 :午前4時～午前8時 高森町朋遊館前広場

参加料 :野尻川ヤマメの里育成会会員 500円

町内一般 1,500円 、町外一般 2,500円

大物賞、大漁賞など多数賞あり

やまめのつかみ取り大会

幼児以上 (参加費一人300円 )

■お問い合わせは、

野尻川ヤマメの里育成会 lEL5-0021

高森町役場野尻出張所  ■L5-0211

知事への届出が必要

平成 14年 5月 30日 か ら、一定規模以上の

建築物の解体工事などを行 う場合は工事着手

の 7日 前までに県知事へ 「届出」が必要にな

りま した。

、                          ′
ヽ 、 ______´ /

づ―lιガオーづゝします f

期間 :7月 14日 (日 )～ 8月 31日 (土 )

時間 :午前 9時～午後 5時

料金 :大人 (中学生以上)300円 、小学生200円 、

幼児 100円 、見学 100円

★オープニングイベン トのご案内☆
7月 14日 (日 )10:30～
高森町民に限 り無料開放 !!

催 し物 :宝探 しゲーム 。お楽 しみ抽選会 (空 くじな し)

当 日は無料送迎「プールバス」を運行 します。

【迎え時間】役場高森中央出張所 (元産交バス営業所)

9:45→高森駅 9:50→体暇村 10:00

【送り時間】休暇村 15:00→役場高森中央出張所
15:10→高森駅 15:15

■問い合わせ 休暇村南阿蘇 ■L09676-2-2111

毎
週
水
曜
日
は
プ
ー
ル
の
日

高
森
町
内
の
小
学
生
は
入
場
料
無
料

児童扶養手当制度の所得制限などが変わります
8月 から、児童扶養手当制度が改正され、所得制限限度額や手当額などが見直されます。

①所得制限限度額及び手当額の改正【f、子子2人 (扶養 1人)の場合】

■所得制限限度額

現   行 見 直 し 後

全部支給 90.4万円未満 (204.8万 円未満) 57万 円未満 (130万 円未満)

一部支給
90.4万 円以上192万 円未満

(204.8万 円以上300万円未満)

57万円以上230万 円未満

(130万円以上365万円未満)

■手当額

現   行 見 直 し 後

全部支給 月額 42,370円 現行 どお り

一部支給 月額 28,350円 月額 42,360円 ～ 10,000円

②所得の範囲の見直し
。所得の範囲に養育費所得の8割 を含める。
・母である受給者について寡婦控除 (特別寡婦控除)を行なわない。

■児童扶養手当制度についてのお問い合わせは

役場保健福祉課福祉係■L2-1111(内線 122)

(7)

『分別瞼『 リサイタル颯 i鸞っな翁tす

●   ●

●  ●

お
詫
び
と
訂
正

６
月
号
春
季
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ

ト
ボ
ー

ル
大
会

の
記
事

で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

一定規模 とは・・・

●建築物の解体…80ポ

●建築物の新・増築…500〆

●建築物の修繕・模様替え (リ フォーム等)… 1億円

●その他の工作物 (土木工事等)・ …500万 円

■届出等に関するお問い合わせは

熊本県阿蘇地域振興局土木部企画調査課

lEL 0967-22-0072  fax0967-22-4370

農業振興地域整備計画の全体見直しについて

本町では、平成14年度に農業振興地域の全体見直 し事業に取 り

組みます。それに伴い、平成 15年度は除外申請を一切受け付けま

せん。今後 1年以内に農業振興地域の除外・転用等の予定がある

方は、農林振興課へご相談ください。

なお、7月 に全体見直しについての地区説明会を実施 します。(日

程等は別途回覧します)

■問い合わせ先

役場農林振興課農業振興係 ■L2-1111(内線 153)

(10)

７
月
は

「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
化
月
間

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

統

一
標
語

ふ
ね
あ

い
と
　
対
話
が
集
く
　
明
る
い
社
会

コンタリロト

保

険

と

税



保健師がら

へ の 饉藪議塵あなた

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

（Ｃ
型

ｏ
Ｂ
型
）

検
診
が
始
ま
り
ま
す

住
民
健
診
の
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
１４
年
度
か
ら
５
年
間
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
基
本
健
診
に
併

せ
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
Ｃ
型

肝
炎
に
感
染
し
て
い
て
も
、自
覚
し

な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
移
行
す
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
早
期
に
発
見
し
よ

う
と
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

Ｃ
型
肝
炎
と
は
？

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に

よ
っ
て
起
こ
る
肝
臓
の
病
気
で
、
重

症
化
す
る
ま
で
は
自
覚
症
状
も
現
わ

れ
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
液
を
介
し
て
感
染
し
、
多
く
は
慢

性
化
し
、
自
然
に
治
る
こ
と
は
ま
れ

な
こ
と
で
す
。
適
切
に
管
理
さ
れ
な

い
と
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
移
行
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
診
対
象
者
は
？

基
本
的
に
、

４０

・
４５
・
５０

・
５５

。

６０
・
６５
。
７０
歳
の
方
で
、
５
年
間
で

感
染
・発
病
が
心
配
さ
れ
る
こ
の
年

代
の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
の
他
に
、
過
去
に
肝
機
能
異
常

を
指
摘
さ
れ
た
人
・広
範
な
外
科
的

処
置
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
。妊

娠
分
娩
時
に
多
量
に
出
血
し
た
こ
と

の
あ
る
人
で
、
定
期
的
肝
機
能
検
査

を
受
け
て
い
な
い
人
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

検
査
の
方
法
は
？

血
液
検
査
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
は
？

①
歯
ブ
ラ
シ
、
カ
ミ
ソ
リ
な
ど
血
液

が
付
い
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
も
の

を
共
用
し
な
い
。

②
他
の
人
の
血
液
に
触
る
と
き
は
、

ゴ
ム
手
袋
を
つ
け
る
。

③
注
射
器
や
注
射
針
を
共
用
し
て
、

非
合
法
の
薬
物

（覚
せ
い
剤
、
麻
薬

等
）
の
注
射
を
し
な
い
。

④
入
れ
墨
や
ピ
ア
ス
を
す
る
と
き

は
、
清
潔
な
器
具
で
あ
る
こ
と
を
必

ず
確
か
め
る
等
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
中
に

は
、
そ
も
そ
も
違
法
な
も
の
が
含
ま

れ
ま
す
。
感
染
防
止
だ
け
で
な
く
行

わ
な
い
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

握
手
や
入
浴
、
食
器
の
共
用
な

ど
、
普
段
の
生
活
で
感
染
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

ら
、
何
に
気
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
？

①
飲
酒
を
控
え
る
。

②
定
期
的
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
。

③
か
か
り
つ
け
医
師
が
処
方
し
た
薬

を
勝
手
に
止
め
た
り
、
か
か
り
つ
け
医

に
無
断
で
薬
を
服
用
し
た
り
し
な
い
。

検
診
の
対
象
に
な
る
方
は
、
こ
の

機
会
に
是
非
受
検
さ
れ
、
早
期
に
発

見
し
肝
臓
の
怖
い
病
気
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば

保
健
師
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

と像すit来と不t

栄替士のいただきます
～食中毒にご注意を～

食中毒予防の 3原則

菌を つけない 。増や さない 。殺す

◎夏場に多い食中毒 7月 から9月 が ビークです

変なニオイが しなければ大文夫。食べる前に熱 を加 えれ

ば大丈夫。冷蔵庫 に入れておけば大丈夫。真空パ ックだか

ら大丈夫。こんな間違 った認識が家庭での食中毒の もと。

◎どうして食中毒は起 こるのつ

。魚介類や肉類を切 った包丁やまな板 を洗わず に、切 った

野菜を生で食べる。
。これか ら使 う食材 を、少 しの間だか らと室温に放置 して

おいた。

●  ・感染 した家族 と同 じタオルを使った。

◎ しっか り消毒 と乾燥を !

～汚れを落 とさないまま消毒 して も、効き目は半減～

調理器具やふきんは食材 ごとによく洗剤で洗い、熱湯や漂

白剤で消毒を。そ して、日光に当ててよく乾か しま しょう。

よく乾かすことが一番大事です。

◎ しつか り加熱を !

～加熱したつもりでも、中心部まで火が通っていないと…～

0157は食品の中心部を75度以上で 1分間以上加熱すれ

ば死滅 します。しか し、よく起 こるケ‐―スは、表面は加熱

されていても、食品の中心部まで火が通っていないケース。

レ

“

● ‐

暉

●

●  ●

集中豪雨に要注意 !

集中豪雨は、限られた地域に突発的に降るため、予測は比較的困難です。

チェック !

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署  ■L2-9034

※防災無線・ラジオ・テ レビ等で気象情報

を収集 しましょう。

※急傾斜地の土石流には十分注意 し、危険

を感 じたら早めに避難 しましょう。

※増水 した側溝 。河川には近づかないよう

にしましょう。

火災・救急は ■Ll 1 9番

たれているた

の管理は、く

職種。区分
警察官B(大卒以外 )

(男性・女性・武道指導)

警察事務

(高校卒業程度)

受付期間 8月 14日 (水)～ 30日 (金 )

試 験 口 9月 29日 (日 )

試 験 地
熊本市。人代市 。本渡市

(武道指導について1坤ヨ本市のの

受験資格

S50.4.2～ S60.4.1生 の方で、1警察官 A(大
学卒業又は見込み)の受験資格のない方

武道指導については、上記に加 え柔道又は剣

道の2段以上の段位 を取得 している方

S56.4.2～ S60.4.1生 の方

(学歴・性別不問 )

採用人員 7月 上旬決定

※試験案内 (申 込書)の請求など詳 しい内容のお問い合わせは…

〒 862-8610 熊本市水前寺 6-18-1

熊本県警察本部警務課採用係 096-381-0110(内 線 2642.2643)

熊本県人事委員会事務局   096-383-1111(内 線 6834)

※警察官B(男性)は、本県以外の8都府県 (千葉・警視庁・愛知・滋賀・京都 。大阪・兵庫・福岡)が同時に受験できます。

※警察官 B(武道指導)第一次試験の試験地は熊本会場のみとなります。

「熊
本
県
警
察
職
員
募
集
」

の
お
知
ら
せ

(9) (8)

.議づ:≦・鯉曇翼=襲:襲じ

～なさみのサラダー

□材料 (5人分 )

ささみ3本 。きゅうり1本 。人参1/2本・レタス

3枚 。玉ねぎ1/2個 ・酒少々・ごま油 10g。 酢
20cc。 砂糖大さじ1

□作 り方

①ささみは、酒をふり電子レンジまたは、蒸し器

で酒蒸しにして、ほぐしておく。②きゅうり、人

参、玉ねぎはせん切 りにして、水にさらしておく。

③酒 。ごま油・酢・砂糖を混ぜ合わせ、①②とよ

く混ぜ合わせ、器に盛る。

食生活改善推進員

芹 口直美 さん (草部南部)の作品

肖肪なんでも南豊B分

／
′
　̈
し

最近は空調設備がよくなって、

8月 14日 (フК)～ 30日 (金 )

10月 13日 (日 )

熊本市 。人代市 。本渡市

7月 上 旬 決 疋

高編 | 藝察署だより

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
に

十
分
注
意
し
ま
し
よ
う
―


